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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月5日(2011.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想３次元空間に配置されたキャラクタオブジェクトに設定されるスケルトンが回転す
ることによって、前記キャラクタオブジェクトの所定頂点の位置が第１位置から第２位置
まで変化するゲーム装置において、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方を変更するようにプレイヤに案内する
案内手段と、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プレイヤによって変更された場
合、前記スケルトンの位置を、前記スケルトンが所定角度回転した場合に前記キャラクタ
オブジェクトの前記所定頂点の位置が前記第１位置から前記第２位置まで変化するように
補正する補正手段と、
　を含み、
　前記補正手段は、
　前記第１位置と前記第２位置との間の距離に関する条件と、所定方向への前記スケルト
ンの移動距離を示す補正情報と、を対応づけてなる位置補正データを記憶する手段に記憶
される前記位置補正データを取得する手段と、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プレイヤによって変更された場
合、前記スケルトンを、前記第１位置と前記第２位置との間の距離によって満足される前
記条件に対応づけられた前記補正情報が示す移動距離だけ、前記所定方向に移動させるこ
とによって、前記スケルトンの位置を補正する手段と、を含む、
　ことを特徴とするゲーム装置。
【請求項２】
　仮想３次元空間に配置されたキャラクタオブジェクトに設定されるスケルトンが回転す
ることによって、前記キャラクタオブジェクトの所定頂点の位置が第１位置から第２位置
まで変化するゲーム装置の制御方法において、
　前記ゲーム装置に含まれるマイクロプロセッサが、前記第１位置又は前記第２位置の少
なくとも一方を変更するようにプレイヤに案内する案内ステップと、
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　前記マイクロプロセッサが、前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プ
レイヤによって変更された場合に、前記スケルトンの位置を、前記スケルトンが所定角度
回転した場合に前記キャラクタオブジェクトの前記所定頂点の位置が前記第１位置から前
記第２位置まで変化するように補正する補正ステップと、
　を含み、
　前記補正ステップは、
　前記マイクロプロセッサが、前記第１位置と前記第２位置との間の距離に関する条件と
、所定方向への前記スケルトンの移動距離を示す補正情報と、を対応づけてなる位置補正
データを記憶する手段に記憶される前記位置補正データを取得するステップと、
　前記マイクロプロセッサが、前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プ
レイヤによって変更された場合に、前記スケルトンを、前記第１位置と前記第２位置との
間の距離によって満足される前記条件に対応づけられた前記補正情報が示す移動距離だけ
、前記所定方向に移動させることによって、前記スケルトンの位置を補正するステップと
、を含む、
　ことを特徴とするゲーム装置の制御方法。
【請求項３】
　仮想３次元空間に配置されたキャラクタオブジェクトに設定されるスケルトンが回転す
ることによって、前記キャラクタオブジェクトの所定頂点の位置が第１位置から第２位置
まで変化するゲーム装置としてコンピュータを機能させるためのプログラムであって、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方を変更するようにプレイヤに案内する
案内手段、及び、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プレイヤによって変更された場
合、前記スケルトンの位置を、前記スケルトンが所定角度回転した場合に前記キャラクタ
オブジェクトの前記所定頂点の位置が前記第１位置から前記第２位置まで変化するように
補正する補正手段、
　として前記コンピュータを機能させ、
　前記補正手段は、
　前記第１位置と前記第２位置との間の距離に関する条件と、所定方向への前記スケルト
ンの移動距離を示す補正情報と、を対応づけてなる位置補正データを記憶する手段に記憶
される前記位置補正データを取得する手段と、
　前記第１位置又は前記第２位置の少なくとも一方が前記プレイヤによって変更された場
合、前記スケルトンを、前記第１位置と前記第２位置との間の距離によって満足される前
記条件に対応づけられた前記補正情報が示す移動距離だけ、前記所定方向に移動させるこ
とによって、前記スケルトンの位置を補正する手段と、を含む、
　ことを特徴とするプログラム。
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